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研究成果の概要（和文）： 本研究の最終年度には、研究調査の成果を『チュニジア革命と民主化―人類学的プ
ロセス・ドキュメンテーションの試み』と題する著書にまとめ、明石書店から出版することができた[総頁数 
530頁]。本書では、チュニジア革命の背景と要因の解明に始まり、革命の進行過程、ベンアリー政権の終焉、そ
の後の民主化移行過程と新政権発足までを、開発学でのプロセス・ドキュメンテーションという手法を援用して
論述した。
　本書は、そのプロセスを多くの聞き取り資料に基づきつつ、それらを多声的、多所的、多面的に描き、またミ
クロ・メゾ・マクロの多次元との関連性も含めて、それらを一つの時間軸に乗せて描いた点で独創的であると考
えている。

研究成果の概要（英文）：   I published a book entitled "The Tunisian Revolution and Democratization:
  An Anthropological Process Documentation" from Akashi-Shoten in 2016 as a product of this research
 project. 
   In this book, I started considering the background and some socio-political and economic factors 
of the revolution, and traced the whole processes of the Revolution till the fall of Ben Ali regime 
and the democratic transitional period until the establishment of the new government, with a method 
of process documentation which is usually applied in the development studies.  One of the 
originalfeautures of this work is that the processes are documented chronologically with the real 
voices of various Tunisian citizens interviewed by the author herself and presented in multi-vocal, 
multi-topographical and multi-sided ways. The documented data are also multi- dimensionally analyzed
 and considered. This is also the first academic book on the Tunisian Revolution in Japanese 
language.     
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１．研究開始当初の背景 
2011 年のチュニジア 1 月 14 日革命は、そ
の後、中東北アフリカの多くの国々にその影
響を及ぼし、「アラブの春」とも呼ばれたよ
うに、中東現代史における大きな転換点とな
った。この「アラブ革命」や「アラブ動乱」
とも呼ばれる民主化を目指した出来事に関
しては、その後のその頓挫や失敗、さらには
紛争や内戦も含めて、特にエジプトやシリア、
またそれに続いて台頭することとなったイ
スラーム国（ＩＳ）などに関しては、日本で
も少なからぬ研究がなされ、著書・論文が発
表されてきた。しかしながら、そもそもその
起点となったチュニジア革命やその民主化
移行過程に関しては、それが数少ない成功例
と捉えられるものでありながら、未だ十分な
研究が為されていないという日本の中東研
究の現状があった。 
 
２．研究の目的 
こうした研究開始当初の日本の研究状況
を踏まえて、本研究の目的は、中東現代史の
大転換点となったチュニジア革命と民主化
に関して、まず革命の歴史政治社会的背景や
要因を明らかにするとともに、その後の民主
化移行の過程と、文献研究とともに文化人類
学的現地調査を踏まえて、できるだけ詳細に
跡付けることであった。特に現地調査による
多様な人々からの聞き取り調査を行い、また
一部では統計資料も駆使し、チュニジア革命
と民主化過程の紆余曲折を明らかにし、かつ
それがもつ現代史的意義や今後の見通しに
ついて、明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) この研究目的に向けて、まず現地へ赴き、
チュニジア革命に関連した文献収集を行う
とともに、現地のフィールドワークを繰り返
し、デモや異議申し立てのストや座り込みの
現場にも赴き参与観察を行うとともに、また
全国各地の多様な市民、すなわち知識人や研
究者ばかりでなく、若者や失業者、政治家や
公務員、NGO 活動家、会社員、自営業者、農
民、商人、主婦など、多数の老若男女を対象
に、都鄙を問わず各地で聞き取り調査を行な
い、独自の資料収集に努めた。チュニジアの
さまざまな文献資料や統計資料の収集につ
いては、一般の書店のほかに、国立図書館、
国立統計研究所（INS）、女性調査研究資料情
報センター(CREDIF)、アラブ女性研究センタ
ー(CAWTAR)、アソシエーション情報養成研究
センター(IFEDA)などにも通い、文献資料収
集を行った。 
(2) またこれらの調査研究の内容を一冊の
著書にまとめる執筆作業においては、開発学
におけるプロセス・ドキュメンテーションの
手法を援用して論述することとした。すなわ
ち、革命の始まりとベンアリー政権の終焉、
また民主化移行期と自由選挙に基づく新政

権発足までの一連の過程を、文献と多くの聞 
き取り調査内容を織り交ぜつつ、一つの現象
であっても、それを多声的、多所的、多面的
に跡付けることを試み、またミクロの事例を、
メゾ・レベルそしてマクロ・レベルへも繋げ
て把握し論述するという独自の方法を考案
し採用した。 
 
４．研究成果 
本研究の最終年度には、『チュニジア革命
と民主化―人類学的プロセス・ドキュメンテ
ーションの試み』と題した一書にその成果を
まとめて公刊することができた（明石書店、
総頁数 530 頁）。 
 その著書の章立て構成は、序章と終章に加
え、全 7 章から成るものである。序章では、
まず上述の問題の所在と方法論について解
説した。    
第 1章では、革命の背景にあった「二つの
チュニジア」とも呼ばれる独立以降の政府開
発政策の歪みと地域格差（沿岸部と内陸部、
北部と南部、都市部と農村部）、大統領のベ
ンアリー一族とその妻のトラベルシー一族
のネポティズムと盗賊政治、また警察国家と
も言われる諜報活動や情報統制などがあっ
たことを、一部は統計資料も駆使しつつ明ら
かにした。 
 第 2 章は、「チュニジア革命の始まりとベ
ンアリー政権の崩壊」と題し、同国内陸部の
シーディ・ブー・ズィードの町で野菜売り青
年の抗議の焼身自殺を図った事件、それに端
を発した市民による抗議運動や反政府運動
が、次第に全国へと広がりを見せ、最終的に
23 年間続いた独裁政権を崩壊させるに至っ
た約 1カ月の過程を跡づけ、また多様な市民
の参加と軍の役割、当時の対外関係について
の考察も行った。 
第 3 章は、「革命後の民主化移行と制憲議
会選挙でのナフダ党勝利」と題し、リーダー
なき革命とも呼ばれたチュニジア革命とそ
れによる政権崩壊後、民主化移行過程に多様
な市民が積極的に参加し、当初発表された大
統領選挙の予定が変更され、新たに憲法制定
に関わる議会選挙（制憲議会選挙）の実施が
決定されたこと、その選挙でイスラーム政党
のナフダ党が勝利することになった経緯を
跡付けた。 
第 4章「ナフダ党連立トロイカ政権からカ
ルテット仲介の「国民対話」へ」では、制憲
議会選挙で勝利したナフダ党を中心に他の
二党との連立によるトロイカ政権の発足と、
その政権運営の下手さから、国家が「イスラ
ミスト」と「リベラル派」へと分断化され、
二極化する事態となったこと、そのなかでイ
スラミスト過激派による野党党員暗殺事件
が起き、国家が危機的状況に陥った過程を明
らかにした。しかしその危機は、四大市民団
体の仲介による「国民対話」の実現によって
打開されたことから、その経緯と過程を明ら
かにした。 



 さらに第 5章「女性たちの活発な政治社会 
活動」では、革命と民主化移行期の過程で活
発な政治社会活動を展開した女性たちの動
きに焦点をあて、独立以降の政府の女性政策
が「国家フェミニズム」と呼ばれるものであ
ったとすれば、革命以降のそれは、まさしく
「市民フェミニズム」と呼び得るものへと大
きく変貌を遂げ、発展していったことについ
て考察し、その過程を具体的出来事とともに
跡付けた。 
第 6章「新憲法制定と自由選挙に基づく新
政権の発足」では、四大市民団体の仲介によ
って対立勢力間での「国民対話」が図られ、
新憲法制定までのロードマップが決められ、
無事に新憲法が制定されたこと、それを踏ま
えて国民代表者議会選挙と大統領選挙の自
由選挙が実施され、新政権発足へと至り、こ
れをもって革命の第一義的目標であった政
治の民主化移行が無事に達成されたことを
詳細に跡付けた。しかし、新政権発足直後に
発生したバルドー博物館とスースのリゾー
トホテルでのテロ事件によって、観光産業が
さらに大打撃を受けるなか、治安テロ対策と
経済的な立て直しの二つがともに喫緊の重
要課題となっている現状について明らかに
した。 
そして第 7章「市民社会の力とトランスナ
ショナルな連携」では、チュニジア革命がま
さに市民革命と呼び得るもので、またそれが
民主化移行という目的を達成し成功したと
言えるとすれば、その背景には市民社会の活
発な活動や多くのNGOなどの国境を越えたト
ランスナショナルな連携があったことを、文
献・統計、そして現地調査による具体的諸事
例に基づき明らかにした。 
終章「チュニジア革命の意義と今後の展
望」においては、本章で論じてきたことをま
とめるとともに、それらを踏まえ、チュニジ
ア革命のもつ現代史的意義として、それが多
様な市民の参加によって達成されたこと、武
力行使よりも主にコンテンシャス・ポリティ
ックス（論争政治）に基づいて民主化移行が
進んでいったこと、さらに外国の介入がごく
少なかったことについて述べた。他方、ＩＳ
への外国人兵士の国別参加者数ではチュニ
ジア人が最多であるなど、民主化移行達成後
も治安・経済対策に加えて、若者層に対する
対策など、多数の課題を抱えていることと、
今後の展望について述べた。以上が本研究の
成果をまとめた著書の内容である。 
この著書の他に、革命直後に地方のオアシ
ス地帯で勃発した土地紛争を取り上げ、それ
が独立以降の歪んだ政府開発政策が要因と
なったものであったことについて、「チュニ
ジア政府開発政策と革命後のオアシス農地
紛争」と題した論文を執筆し、関根久雄編
『「開発と感情」の人類学』に収録刊行され
た。また革命期や民主化移行過程での特に女
性たちの活動は、目覚ましいものであったこ
とから、その動向を歴史人類学的に検討し、

「チュニジア革命と民主化移行期における 
女性たちの活動―国家フェミニズムから市
民フェミニズムへ」と題した論文にまとめ、
『国際学研究』に掲載された。 
 また 2016 年は、チュニジアの家族法に当
たる『個人地位法』（1956 年制定）が制定さ
れてからちょうど 60 周年目であったことか
ら、女性の権利拡大を要求してこの法の改正
に向けた動きが多くみられたことから、その
動向に関して検討し、「チュニジアにおける
『個人地位法』制定から60年目の論争 ― 相
続の男女平等と女性の配偶者選択の自由を
めぐって」と題した論文を、『中東研究』に
発表した。 
著書刊行後には、招待公開講演会や国際会
議のモデレーターなどの依頼を受けて、そう
した社会活動も行った。 
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